
防災気象情報について
〜⾃然災害から命を守るために〜

岡山地方気象台
菅野 能明
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岡山県の気候変動
「日本の気候変動2020」（文部科学省・気象庁）

に基づく地域の観測・予測情報リーフレット
https://www.jma-net.go.jp/okayama/kikou/ondanka/ondanka_region.html



これまでの変化（気温）
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・ 岡山では年平均気温が100年あたり約1.3℃上昇しています。
・ 猛暑日や熱帯夜の日数については、1990年代以降の発生数は特
に多くなっています。

細線（黒）：各年の平均気温、太線（黒）：年平均気温の5年移動平均値、直線（赤、緑、青）：長期変化傾向
▲は観測地点の移転を示します。移転による影響を補正しているため、移転以前の値は観測統計値とは異なります。

猛暑日：日最高気温35℃以
上
熱帯夜：日最低気温25℃以
上

これまでの変化（雨）
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・ 全国では 、短時間に降る非常に激しい雨（1時間降水量50mm以
上）の回数は増加しています。 なお、中国地方においてはまれな現
象なので、統計的に有意な変化傾向は確認できません。

棒グラフ（緑）は毎年の値、実線（青）は5年移動平均値、直線（赤）：長期変化傾向



これからの変化 ★追加的な緩和策なし
21世紀末（2076～2095年の平均）の予測を20世紀末（1980～1999年の平均）と比較
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これからの変化 ★パリ協定の2℃目標達成
21世紀末（2076～2095年の平均）の予測を20世紀末（1980～1999年の平均）と比較
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1時間雨量
(mm)

予報用語
人の受ける
イメージ

人への影響
屋内（木造
住宅を想

定）
屋外の様子

車に乗って
いて

30以上～
50未満

激しい雨
バケツをひっ
くり返したよ
うに降る

傘をさして
いてもぬれ
る

寝ている人
の半数くら
いが雨に気
がつく

道路が川の
ようになる

高速走行時、
車輪と路面の
間に水膜が生
じブレーキが
効かなくなる
（ハイドロプ
レーニング現
象）

50以上～
80未満

非常に
激しい雨

滝のように降
る（ゴーゴー
と降り続く） 傘は全く役

に立たなく
なる

水しぶきで
あたり一面
が白っぽく
なり、視界
が悪くなる

車の運転は
危険

80以上～ 猛烈な雨

息苦しくなる
ような圧迫感
がある。恐怖
を感ずる

※ リーフレットの紹介は以上ですが、

「非常に激しい雨」：1時間降水量50mm以上とは？

畳

１枚の畳に10mmの雨が降った時、
≒ 一升瓶10本 ＝ 一斗樽

180cm

90cm

= 1,620cm3

１枚の畳に50mmの雨が降った時、
≒一升瓶50本 = 一斗樽 5個

１枚の畳に１mmの雨が降った場合
180cm×90cm×1mm = 180cm×90cm×0.1cm

= 1.62ﾘｯﾄﾙ

≒一升瓶

「50mmって、たったの5センチじゃないか」
と思われるかもしれませんが、、、



仮に、とある学校の広さに降った50ミリの雨が、
ぜ〜んぶ 学校のプールに集まったとしたら、水の深さは︖

（学校の広さは、プールの１００倍とします。）

プ
ー
ル

水は低いところに集まる

筒が太くなる
⇒空気中にた
められる水の
量が増える

もし太くなったら?

※統計期間1900-2020※統計期間1976-2020

地球温暖化の影響で大雨が増え、雨の日が減る？



約40年間における日本域の約1℃の気温上昇が雨量を約6.7%底上げ
していた（日本の気候変動2020：コラム６. イベント・アトリビューション）

(a) 気象庁による解析雨量（期間積算）、(b) 気温上昇除去実験で再現された期間積算降
水量、
(c) 積算降水量（線）と時間降水量（陰影）の降水量の時系列図。(a) 及び (b) の陸上で
平均

平成30年7月豪雨、現在進行している温暖化がなかったら？

瀬戸内でこのような現象（50年に一度の大雨）に相当する事例の発
生確率が地球温暖化によって約3.3倍になっていた。（「気象業務はい
ま 2021」： コラム「近年の日本の豪雨は地球温暖化のせい？」）

平成30年7月豪雨、現在進行している温暖化がなかったら？



○将来ありうる気候
気候システムの多くの変化は、地球温暖化の進⾏に直接関係して

拡大する。この気候システムの変化には、極端な高温、海洋熱波、
大雨、及びいくつかの地域における農業及び⽣態学的⼲ばつの頻度
と強度の増加、強い熱帯低気圧の割合の増加、並びに北極域の海氷、
積雪及び永久凍土の縮小を含む。

令和3年8月公表 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書第1
作業部会報告書（自然科学的根拠）政策決定者向け要約（SPM）暫定訳
（2022 年 5 月 12 日版）

気候変動に関する政府間パネル（IPCC: Intergovernmental Panel on Climate 
Change）は、人為起源による気候変動、影響、適応及び緩和方策に関し、科学的、
技術的、社会経済学的な⾒地から包括的な評価を⾏うことを目的として、1988 年に世
界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）により設⽴された組織である。
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IPCC ~第6次評価報告書

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html
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相次ぐ大雨被害

 市町村の「避難指示等の発令判断を⽀援」する役割。
 「住⺠が自ら⾏動をとる際の判断に参考となる情報」という役割。
 住⺠が自主的に避難⾏動をとるための情報として、市町村の避難指示等（⾏動指南型情報）

と気象庁等の防災気象情報等（状況情報）の組み合わせが重要。

⾃主的な避難⾏動の判断
住⺠

警戒レベルを付した
避難指示等の発令

市町村

防災気象情報等の発表
気象庁、河川・砂防部局等

「住⺠に⾏動を促す」
警戒レベルを付した
避難指示等

「住⺠に⾏動を促す」
警戒レベルを付した
避難指示等

「避難指示等の発令
判断に資する」
防災気象情報等

「住⺠が⾃ら⾏動をとる
際の判断に参考となる」
相当する警戒レベルを付した

防災気象情報等

避難指示等の発令状況を確認し、
発令されている場合は直ちに避難
するとともに、発令されていなくとも

防災気象情報等を用いて自主的に
避難を判断。

18

防災気象情報の役割



土砂災害

写真︓国⼟交通省HP

⼟⽯流
（映像︓2014年7月9日⻑野県南⽊曽町
国⼟交通省中部地方整備局提供）

⼭腹、川底の⽯や⼟砂が⻑⾬や集中豪
⾬などによって⼀気に下流へと押し流され
る。
上流での⼤⾬により下流域が⼟⽯流に襲
われる場合もある。
がけ崩れ
地中にしみ込んだ⽔分が⼟の抵抗⼒を弱
め、急激に斜⾯が崩れ落ちる

⾬の降り方や降る場所に
よってもたらされる災害が
異なります

内水氾濫
河川の⽔位の上昇や流域内の多量
の降⾬などにより、河川外における住
宅地などの排⽔が困難となり浸⽔す
る。

外水氾濫
内⽔氾濫の対語として、河川の氾濫
を「外⽔氾濫」ともいう。
上流の⼤⾬による川の増⽔や氾濫に
も注意を払う必要がある。

浸水害
洪水害

大雨
自分の地域で起こり得る
災害を事前に把握してお
くことが⼤切です

大雨による主な災害

週間天気予報
天気予報

1時間前3時間前3日前5日前1週間前

天気分布予
報・時系列予報

ナウキャスト
(雷・⻯巻発⽣確度）

降水短時間予報定期的に発表

災害につながるような気象現象の発
⽣が予想される場合に随時発表 土砂災害警戒情報

注意報

指定河川洪水予報

危 険 度 の 高 ま り

記録的短時間大雨情報

気象警報 特別警報

台風に関する気象情報（台風予報）

(＊＊に関する）岡山県気象情報

⻯巻注⻯巻注
意情報

早期注意情報

危険度分布

高解像度ナウキャスト

段階的に発表する気象情報



◆特別警報（平成25年８月30日～）
暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、波浪

◆警報
暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、波浪、洪水

◆注意報
強風、風雪、大雨、大雪、濃霧、雷、乾燥、
なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪、
高潮、波浪、洪水

特別警報・警報・注意報

注）大雨には、「浸水害」と「土砂災害」があります

防災気象情報の種類

24時間から２～３日先に災害に結びつくような激しい
現象が発生する可能性のあるときに予告。

警報・注意報の発表中に現象の推移や見通しの変化、
特に警戒の必要な点などを解説。

「全般気象情報」：全国を対象に発表
「地方気象情報」：11地方毎に発表
「府県気象情報」：都道府県毎に発表

気象情報

例：大雨に関する情報
突風と落雷に関する情報

･･･ｅｔｃ

防災気象情報の種類



気象台は基準に到達すると予想した場合に気象台は基準に到達すると予想した場合に
前もって、警報・注意報を発表する

警報の基準：過去の災害データから、

重大な災害の発生するおそれのある値に設定

注意報の基準：過去の災害データから、

災害の発生するおそれのある値に設定

※注意報でも災害が発生することがあります。

警報・注意報の対象となる地域
過去に災害が起こったときの気象状況
災害との関係

都道府県の防災機関とも協議

警報・注意報の発表基準の設定

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kijun/okayama/kijun_3310000.pdf

•ホーム > 知識・解説 >気象警報・注意報 >警報・注意報発表基準一覧表 >岡山県の警報・注意報発表基準一覧表

特別警報

土壌雨量指数
102･･･？

岡山市の基準



https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/dojoshisu.html

雨が止んだから
と言って
安心は

できません

降った雨による土砂災害危険度の高まりを
把握するための指標

⇒大雨警報（土砂災害）

土壌雨量指数

短時間強雨による浸水危険度の高まりを把
握するための指標

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/hyomenshisu.html

⇒大雨警報（浸水害）

表面雨量指数



https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ryuikishisu.html

河川の上流に降った雨により、どれだけ下
流の対象地点の洪水危険度が高まるかを把
握するための指標

⇒洪水警報
指定河川洪水予報

流域雨量指数

警報、注意報の発表は、
「リードタイム（猶予時間）」 を考慮しています。

リードタイムとは、警報、注意報を発表してから基準を
超える現象が発⽣するまでの時間（防災機関や地域住⺠へ
の伝達･周知及び防災対策に要する時間を考慮するもの）。

【標準的なリードタイム】
・短時間強雨に関する大雨警報、注意報
及び洪水警報、注意報 ･･･ ２〜３時間
・その他の警報及び注意報 ･･･ ３〜６時間

警報・注意報のリードタイム



NHKホームページより

※テレビのｄボタン
でも確認できます

警報・注意報の確認（気象庁ホームページの例）

警報・注意報の今後の推移（例）



 警報級の現象が発生することが5日先までに予想されているとき、その可能性を
［高］､［中］の2段階で発表する

警報発表中か又は警報を発表するような
現象発生の可能性が高い状態
警報を発表するような現象発生の可能性
がある状態

 天気予報と同じタイミングで発表され、

数日先の警報級の現象の可能性を把握できる

翌日までは天気予報（5時、11時、17時）
に合わせて発表 発表単位 岡⼭県南部 / 北部

3〜5日先は、週間天気予報（11時、17時）
に合わせて発表 発表単位 岡⼭県

［高］

［中］

06-12 12-18 18-24 00-06 06-24
- - - -

1時間最⼤ 40 40 15以下 15以下 15以下
3時間最⼤ 60 60 25以下 25以下 25以下
24時間最⼤

- - - -
陸上 9以下 9以下 9以下 9以下 9以下
海上 9以下 9以下 9以下 9以下 9以下

- - - -
波高 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

岡⼭県南部の早期注意情報（警報級の可能性）
202#年08月01日05時　岡⼭地方気象台　発表

南部では、１日明け方までの期間内に、⼤⾬警報を発表する可能性が高い。

5日

波浪
警報級の可能性 - -

岡⼭県南部 1日 2日 3日 4日

⼤⾬

警報級の可能性 ［高］ ［中］

50以下

暴風
(雪)

警報級の可能性 - -

最⼤風速

※今後、高潮の項目も追加します。

早期注意情報（警報級の可能性）

洪水のおそれがある河川毎に、河川を
管理する国土交通省や都道府県と気
象庁が共同で洪水予報を発表します。

指定河川洪水予報

大雨警報の発表中、土砂災
害の危険度が高まった市町
村に対して都道府県と気象
台が共同で発表します。

土砂災害警戒情報

大雨警報の発表中に、数年に一度の猛
烈な雨を観測した場合に発表します。

岡山県では、1時間北部100ミリ、南部
90ミリ以上です。

※解析雨量でも発表します。

記録的短時間大雨情報

氾濫注意情報／氾濫警戒情報／
氾濫危険情報／氾濫発生情報

大雨警報より上！

平成19年4月1日～

防災気象情報の種類



特別警報の基準は、数十年に一度という極めて希で異常な
現象を対象として設定しています。

特別警報が発表されないからといって
安心することは禁物です。

きっかけは平成23年に発生した東日本
大震災や台風第12号による土砂災害等

警報の発表で重大な災害の発生
するおそれがあります。

時間を追って段階的に発表され
る気象情報、注意報、警報やキ
キクル等を活用して、
早め早めの避難行動を心がけて
ください。

平成30年7月豪雨

特別警報 平成25年8月30日～

※発表にあたっては、降水量、積雪量、台風の中⼼気圧、最大風
速などについて過去の災害事例に照らして算出した客観的な指標
を設け、これらの実況および予想に基づいて判断をします。

台風や集中豪雨により数⼗年に⼀度の降雨量となる大雨が予想され
る場合

34

気象等に関する特別警報の発表基準



防災気象情報の入手先（気象庁HP）

⾬雲の動き
（高解像度降⽔ナウキャスト）

土砂災害 浸水害 洪水害

大雨 傾斜、地質等も考慮してどこで危険度が⾼まっているかを表示

キキクル（危険度分布）



★スマホで⾒てね︕

ナウキャスト

★パソコンではこちら

はれるん

はれるん

大雨による３つの災害︕

“キキクル”は
危険度分布の愛称です!!

現在地

現在時刻

アメダス⾬量

雷

キキクル（危険度分布）

質問１）キキクル「⿊」が表示されていなければ災害は発生しないの︖
⇒そうではありません。「⿊」は、⼤⾬による災害がすでに発生している可能性が高い状況であり、災害が発生する前にいつも出現するとは限りません。この
ため、 「⿊」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが極めて重要です。

質問２）市町村から発令される避難情報とどう違うの︖
⇒市町村から避難情報が発令された際には速やかに避難⾏動をとってください。⼀方で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示
等よりも先に発表されます。このため、危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する紫や高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル
３に相当する赤色が出現した際には、避難指示等が発令されていなくても、自主的に避難の判断をすることが重要です。

警戒レベル４に相当するキキクル（危険度分布）は紫です

色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

⻩色 ２相当

白(⽔色) ー

色 警戒レベル

⿊ ５相当

紫 ４相当

赤 ３相当

⻩色 ２相当

白(⽔色) ー

これまでのキキクル

令和４年６月から

特 別 警 報 基 準 値
超過を「黒」で表示

警戒レベル4の
「紫」と一致



「新たな避難情報に関するポスター・チラシ」内閣府（防災担当）・消防庁作成より

警戒レベル

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に基づき
気象庁において作成

※ 夜間〜翌日早朝に⼤⾬警報(⼟砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル３（高齢者等避難）に相当します。

５段階の警戒レベルと防災気象情報 新規



島根県東部では、線状降水帯による
非常に激しい雨が同じ場所で降り続い
ています。命に危険が及ぶ⼟砂災害や
洪⽔による災害発生の危険度が急激
に高まっています。

⼤⾬災害発生の危険度が急激に高まっ
ている線状降⽔帯の⾬域

線状降⽔帯に関する情報の発表例
（7月7日松江地方気象台発表例）

線状降⽔帯に関する情報を補⾜する
図情報（7月7日の発表例）

顕著な大雨に関する島根県気象情報

・「解除」は発表しません
・3時間経過後も継続の場合は再発表

 線状降⽔帯に関する情報の発表条件に満たなくとも、広範囲で激しい⾬が⻑時間継続する
ような場合には、⼤⾬特別警報が発表されたり、甚⼤な被害が発生し得ることに留意が必要。

線状降⽔帯に関する情報が未発表 ≠ 危険ではない

※ 「⾬雲の動き」（高解像度降⽔ナウキャスト）

顕著な大雨に関する気象情報（線状降水帯）

・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示

令和４年
６月１日〜

線状降水帯による大雨の可能性を半日前からお伝えします



 令和４年６月１日から、「顕著な⼤⾬に関する気象情報」の発表基準を満たすような線状降⽔
帯による⼤⾬の可能性がある程度高い場合に、「気象情報」において、半日程度前から地方予報
区単位等で呼びかけ、情報の充実をはかります。（地方予報区︓全国を11ブロックに分けた地域）

※ 警戒レベル相当情報を補⾜する解説情報として発表します。

○日○時から○日○時までに予想される２４時間降⾬量は、いずれも多い所で、

⼤⾬に関する○○地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 〇〇気象台発表

＜⾒出し＞
○○地方では、 ○⽇夜には、線状降水帯が発⽣して大雨災害発⽣の危険度
が急激に⾼まる可能性があります。

＜本文＞
…（中略）…

［量的予想］
＜⾬の予想＞
○日○時から○日○時までに予想される２４時間降⾬量は、いずれも多い所で、
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ
○○県 ○ミリ

の⾒込みです。
線状降水帯が発⽣した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがあります。

…（中略）…

［補⾜事項］
今後発表する防災気象情報に留意してください。
次の「⼤⾬に関する○○地方気象情報」は、○日○時頃に発表する予定です。

⼤⾬が予想される際に発表される気象
情報に、線状降⽔帯発生の可能性に
ついて言及する

予想⾬量と併せ、線状降⽔帯が発生
した場合にはさらに状況が悪くなる可能
性があることを伝える

※ 原則、「〇〇地方」と記載します。（全般・地方・府県）
※ 全般気象情報は、「⼤⾬に関する全般気象情報」のほか、

「台風第〇号に関する情報」というタイトルで発表されることも
あります。

※ 05, 11, 17時頃以外は、⾒出しのみの発表とすることがあります。

⼤⾬に関する〇〇地方気象情報 第〇号
〇年〇月〇日〇〇時〇〇分 〇〇気象台発表

＜⾒出し＞
○○地方では、 ○⽇夜には、線状降水帯が発⽣して大
雨災害の危険度が急激に⾼まる可能性があります。

＜本文＞
なし

線状降水帯による大雨の可能性を半日前からお伝えします

 線状降⽔帯が発生すると、⼤⾬災害発生の危険度が急激に高まることがあるため、
心構えを⼀段高めていただくことを目的としています。 この呼びかけだけで避難を促す
わけではなく、ほかの⼤⾬に関する情報と合わせてご活用ください。

 市町村の防災担当の皆さまには、避難所開設の手順や⽔防体制の確認等、
災害に備えていただくことが考えられます。

 住⺠の方々には、⼤⾬災害に対する危機感を早めにもっていただき、ハザードマップ
や避難所・避難経路の確認等を⾏っていただくことが考えられます 。 

線状降水帯による大雨の可能性が発表されたとき



線状降⽔帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、⽔蒸気観
測等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進める。

順次反映

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に予測時間を延ばしていく
※具体的な情報発信のあり方や避難計画等への活用方法について、情報の精度を踏まえつつ有識者等の意⾒を踏まえ検討

• 高度化した局地アンサンブル予報等の数値予報モデルによる予測精度
向上等を早期に実現するためのスーパーコンピュータシステムの整備

• 線状降⽔帯の機構解明のための、梅⾬期の集中観測、関連実験設備（風洞）の強化
• 「富岳」を活用した予測技術開発

• 陸上観測の強化
• 気象衛星観測の強化
• 局地的⼤⾬の監視の強化
• 洋上観測の強化 次期ひまわり

（令和10年度めどに打上げ）
気象レーダー

海洋気象観測船ラジオゾンデ
（⽔素ガス浮揚）

⾼層気象観測装置マイクロ波放射計 アメダス(湿度計追加)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

情報の改善
令和３(2021)年

線状降⽔帯の発生を
お知らせする情報
(6/17提供開始)

予測の強化

観測の強化

スーパーコンピュータ「富岳」
気象庁スーパー
コンピュータシステム

令和４(2022)年〜
広域で半日前

から予測
九州北部では、△日未明
から明け方にかけて線状
降⽔帯が発生し、⼤⾬と
なるおそれがあります。

※令和3年度補正予算の概要から抜粋・整形

令和５(2023)年〜
（新たな取組み）

直前に予測
（30分前を目標）

熊本県では、△日未明か
ら明け方にかけて線状降
⽔帯が発生し、⼤⾬とな
るおそれがあります。

令和６(2024)年〜
（１年前倒し）
県単位で半日前

から予測 イメージ

令和８(2026)年〜
（新たな取組み）
さらに前から予測

(2〜3時間前を目標)

令和11(2029)年〜
（１年前倒し）

市町村単位で危険度の把握が
可能な危険度分布形式の情

報を半日前から提供
イメージ

今回の
改善

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取組の強化・加速化

地域の災害
リスクを知る

災害から身を守
るための知識や

意識

平常時

・⼤⾬警報
・⼟砂災害警戒情報
・氾濫危険情報
・津波警報
・避難指示
が出たらどうする︖

ハザードマップ、防災まち歩き、
災害記念碑、図上訓練等で
地域に起きるかもしれない災害
を知りましょう

災害の知識、防災情報、とるべ
き⾏動などについて確認し、家
族で話し合っておきましょう

災害時

○○市
⼤⾬・洪⽔警報

早めに避難し
てください

明るいうちに
避難所へ

逃げ遅れたら
高い建物に

入手できる“情報”をフルに活用して
最適な安全確保⾏動を︕
命を守るために最善を尽くす︕

“情報“をフルに活用
安全確保⾏動︕

気象災害に備える



岡⼭市
岡⼭駅

岡⼭平野は、江⼾時代からの⼲拓により⾯積が拡⼤

47

岡山平野の地形的な特徴（現在）

岡⼭市
岡⼭駅

48

岡山平野の地形的な特徴（開発前16世紀ごろ）



： ゼロメートル地帯
・岡山平野は標高の低い平地が広がり、排水が困難であるなど水害に脆弱な地形
・海抜ゼロメートル地帯は２１８km２で東京湾、大阪湾の約2倍

岡山駅

ゼロメートル地帯

岡山市域界

※岡山河川事務所資料
をもとに作成

49

水害による脆弱な地形条件

ハザードマップを見ることで、
・避難場所の位置

・土砂災害が起きやすいところ

・洪水のおそれがあるところ

を確認できる。
→避難場所までの経路は、土砂災害や洪水の
リスクが少ないところを選択する。

岡山市防災情報マップ
洪水ハザードマップ

赤 浸水の深さ 0.5～1.0ｍ未満
うすい緑 浸水の深さ 1.0～2.0ｍ未満
濃い緑 浸水の深さ 2.0～5.0ｍ未満

雨が降る前にできること



警報や注意報は、表題だけではなく、市町村ごとの
発表内容を確認するようにしてください

注意期間、警戒期間
量的な予想
大雨警報では特に警戒すべき災害
（浸水害か土砂災害か、あるいはその両方か）
注意報では、警報の可能性に言及している場合もある
付加事項

市町村ごとに期間や量的な予想が異なる場合が
あります。 51

警報、注意報の内容をチェック

•岡山県の気候変動
•気象台発表の防災気象情報
•地震と津波

本日の話題

52



被害数は理科年表または総務省消防庁（平成31年1月現在）による

北海道南西沖地震
死者・不明230名

北海道胆振東部地震
死者42名

新潟県中越地震
死者68名

兵庫県南部地震
［阪神・淡路大震災］
死者・不明6,437名

熊本地震
死者272名

東北地方太平洋沖地震
［東日本大震災］
死者・不明21,935名

平成28年

平成５年

平成16年

平成７年

平成23年

平成30年

平成の30年間に発生した主な地震・津波とその被害

西暦 （和暦） 地域 （名称） Ｍ 主な被害 （括弧は全国での被害）

８６８年８月３日
（貞観１０）

播磨・山城 ７．１
（播磨諸郡の官舎・諸定額寺の堂塔こ
とごとく頽れ倒れた。）

１７０７年１０月２８日
（宝永４）

（宝永地震） ８．６
住家全壊や液状化あり。津波で塩田な
どに被害。

１７１０年１０月３日
（宝永７）

伯耆・美作 ６．５ 美作で死者２人、住家倒壊２００棟余。

１８５４年１２月２４日
（安政元）

（安政南海地震） ８．４ 大地震の際に津波があった。

１９４６年１２月２１日
（昭和２１）

和歌山県南方沖
（南海地震）

８．０

県南部、特に児島湾北岸、高梁川下流域
の新生地の被害が甚大であった。
死者５２人、負傷者１５７人、建物全壊１２
００戸、建物半壊２３４６戸、その他堤防・
道路の損壊多し。

１９９５年１月１７日
（平成７）

大阪湾
【平成７年（１９９５年）兵庫県南部地震】

７．３ 負傷者１人。

２０００年１０月６日
（平成１２）

鳥取県西部
【平成１２年（２０００年）鳥取県西部地震】

７．３
重傷５人、軽傷１３人、住家全壊７棟、
住家半壊３１棟、住家一部損壊９４３棟、
その他水道被害、道路被害多し。

２００１年３月２４日
（平成１３）

安芸灘
【平成１３年（２００１年）芸予地震】 ６．７ 軽傷１人、住家一部損壊１８棟。

２０１３年４月１３日
（平成２５）

淡路島付近 ６．３ 軽傷１人。

２０１４年３月１４日
（平成２６）

伊予灘 ６．２ 重傷１人、軽傷３人。

岡山県に被害を及ぼした主な地震（岡山県HPより）



出典：地震調査研究推進本部

テレビとかで
よく聞く

⾔葉だなぁ︖

震度とマグニチュード

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/

books/kaikyuhyo/index.html

震度７を観測した地震

1995年 兵庫県南部地震

（阪神･淡路大震災）

2004年 新潟県中越地震

2011年 東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）

2016年 熊本地震（２回）

2018年 北海道胆振東部地震

震度と揺れ
気象庁震度階級表



●：気象庁 ■：地方公共団体 ▲：国立研究開発法人防災科学技術研究所

合計 4,379地点
（令和4年2月24日現在）

計測震度計
（気象庁）

平成の大合併前
の市町村に最低

1箇所設置
政令都市は

区毎に

震度計による観測

● 気象庁： 9
● 自治体： 83
● 防災科研：10

計 102

2022年2月現在

計測震度計

※体感による観測は
平成8年3月で終了

岡山県の震度観測



※プレートの下のマントル層
では地震は発生しません

出典：地震調査研究推進本部

1

地震の発生する場所 1.内陸の活断層

地震本部HPより
https://www.jishin.go.jp/evaluatio

n/evaluation_summary/#danso

※発⾒されていない
活断層もあります

主な活断層



＊阪神淡路大震災

平成7年（1995年）兵庫県南部地震

⻑者ヶ原－芳井断層
M7.3程度

発⽣確率︓不明

M７未満の内陸地震はどこでも発⽣する可能性があります

那岐山断層帯
M7.3程度

発⽣確率︓0.06％〜0.1％

山崎断層帯
（主部／北⻄部）

Ｍ7.7程度
発⽣確率︓0.1％〜1％

岡山県周辺の活断層（岡山県HPより）



※プレートの下のマントル層
では地震は発生しません

出典：地震調査研究推進本部

2

地震の発生する場所 2.海溝型地震

地殻（プレート）

厚さは岡山県で

約２０kmくらいです

マントルの動きにより地殻も移動する

マントルは対流している

地球の中心は6,000℃？

プレートテクトニクス（1960年代後半～） 大陸移動説

マントル：金属・岩石

地球の内部構造



南海トラフ

相模トラフ

沖縄トラフ

駿河トラフ

琉球海溝

マリアナ海溝

伊豆・小笠原海溝

日本海溝

フィリピン海溝

千島海溝

＊6,000mより深いもの
が「海溝」

日本周辺の海溝・トラフ

フィリピン海プレート

陸のプレート
（ユーラシアプレート）

太平洋プレート

陸のプレート
（北米プレート）

伊豆・小笠原海溝

岡山はユーラシアプレートの
上に位置しています

８～１０ cm／年

３～５cm／年

１cm／年

日本周辺のプレート



南海トラフ

地震調査研
究推進本部
2013.5資料

30年以内の
地震発生確率

70～80％
（2022.1.1現在）

32時間

様々なパターンで
地震が発生します

2年

南海トラフの地震



発生日時 ：１９４４年１２月７日 １３時３５分（JST）

発生場所 ： 三重県南東沖

震源の深さ ： 40ｋｍ

地震の規模：マグニチュード ７．９

死者・行方不明者：１２２３人

津波の高さ（単位ｍ）

日本被害津波総覧【第2版】より

「隠された地震」
東海地域の軍需工場に
壊滅的な被害
学徒動員された中学生など
64名が倒壊した建物の下敷きになり圧死

昭和東南海地震と津波

発生日時 ：１９４６年１２月２１日 ４時１９分（JST）

発生場所 ： 紀伊半島沖

震源の深さ ： ２４ｋｍ

地震の規模：マグニチュード ８．０

死者・行方不明者：１３３０人（岡山県内５２人）

和歌山県海南市

日本被害津波総覧【第2版】より

津波の高さ（単位ｍ）

昭和南海地震と津波



昭和南海地震の岡山県内の被害

（内閣府 南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告） 追加資料より）

南海トラフの地震の際の震度分布



地震発生
緊急地震速報（警報）（震度５弱以上が予測される時）
震度速報（震度３以上を観測した場合）約1分半

震源速報 （震度速報発表 かつ 津波警報・注意報がない）
津波警報・注意報

津波情報（各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報）
津波情報（津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報）

震源・震度に関する情報 （震度３以上を観測した場合・・・）

約３分

各地の震度に関する情報 （震度１以上を観測した場合・・・）
約５分

随時 津波情報（津波観測に関する情報）

数秒〜数10秒
自動で発表

地震情報の流れ

＊条件がよければ、２分で発表

津波警報・注意報：地震発生から約３分



時速800km
（秒速220m）

時速36km
（秒速10m）

時速100km
（秒速28m）

時速250km
（秒速70m）

津波の伝わる速さ

波源の先端から到達する予報区（または観測点）
に最も早く津波が到達する時刻を到達予想時刻と
して発表

津波警報発表時「津波は
既に到達と推測」

巨大地震の場合の津波の到達予想時刻



取るべき行動

【津波から命を守る基本】

 海岸で強い揺れを感じたら、すぐ避難

 弱くても⻑い揺れを感じたら、すぐ避難

 津波警報が発表されたら、すぐ避難

「津波てんでんこ」＝⾃分の命は⾃分で守る

 避難は、海岸からより遠く、より高い所へ

 津波警報が解除されるまでは戻らない

 家族で避難する所を決めておく

津波から命を守るためには
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液状化

地震が起きる前

地震のゆれ

地震の後

液状化の仕組み



液状化マップ 岡山県防災マップより

訓練

危険な場所の確認

82

家具の固定

避難場所の確認

地震に備える



ご清聴ありがとうございました


